















Relation between expired acetone excretion and 























早稲田大学 スポーツ科学研究科 藤井 亮輔 








































その結果、漸増負荷運動においては、呼気アセトン濃度は 40W および 120Wの強度で
は安静時からの増加を認めず、200W の強度でのみ安静時よりも有意に増加した。一方、
呼気アセトン排出量は 40W、120Wおよび 200W の強度で安静時よりも有意に増加し、そ
の増加は運動強度に依存していた。このことから、運動時の呼気アセトン排出量は呼気ア
セトン濃度よりも呼気からのアセトン排出を正確に評価している可能性が示唆された。一
方、脂肪酸化量は 40W および 120W までは強度に依存して増加したが、200W の強度で
は低下した。このことから、一定の強度を超えた場合には呼気アセトン排出は必ずしも脂
肪酸化量と同様の応答を示すとは限らないことが示唆された。中強度（VT および 80 %VT
強度）の有酸素性運動を行わせた場合には、運動中の呼気アセトン濃度、アセトン排出量
および脂肪酸化量は安静時と比べて有意に増加した。しかし、本研究で用いた 2種類の運
動強度の違いは、脂肪酸化量および呼気アセトン排出に影響を及ぼさなかった。 
【研究課題Ⅲ】「異なる先行運動がその後の持久運動時のアセトン排出および脂肪酸化量に
及ぼす影響」 
持久運動の前に先行運動を実施すると、持久運動のみを実施した場合と比較して、その
後の持久運動中の脂質代謝を亢進させることが明らかになっている。しかしながら、呼気
アセトン排出が、先行運動の実施によって亢進した持久運動時の脂質代謝を反映している
かどうかについての検討はなされていない。そこで、研究課題Ⅲでは、若年成人男性を対
象に、先行運動としてレジスタンス運動または持久運動をそれぞれ実施し、先行運動を実
施しない場合と比較して、その後の持久運動時における脂肪酸化量および呼気アセトン排
出に及ぼす影響を検討した。 
その結果、先行運動の違いにより、60 分間に及ぶ持久運動時の脂肪酸化量に差は見られ
たが、呼気アセトン排出への影響は観察されなかった。しかしながら、すべてのデータを
用いて脂肪酸化量と呼気アセトン排出との関係を確認したところ、両者の間には有意な正
の相関関係が認められた。それゆえ、呼気アセトン排出は、先行運動によってその後の持
久運動時の脂肪代謝に影響を及ぼした場合においても、脂肪酸化量を反映する指標となる
可能性が示唆された。また、安静時や定常状態が成立する強度での運動時と同様に、呼気
アセトン濃度よりも呼気アセトン排出量の方が脂質代謝をより正確に反映することが示さ
れた。 
上記の一連の研究課題から、呼気のアセトン濃度あるいは排出量は、安静時、定常状態
が成立する強度での運動時および先行運動後の一定強度で行われる運動時には、脂肪酸化
量を反映する有用な指標になり得ることが示唆された。また、呼気アセトン濃度よりも呼
気アセトン排出量の方が、より脂肪酸化量を反映する指標になり得ると考えられた。 
